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 第2編総胆管纏紮或は四塩化炭素注射後の家一
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緒 謁一篇
 謄質代謝障斜は先天性脂質代謝異常を初め二次的にも各種の疾患に於て認められ,生化学的,糞
 臨床的に興味ある分野であるが小児科領域に於ては内外を通じて報告が少なく'正常時並びに疾蒲 ・、馨
 患時のリポi蛋白に関する研究に乏しいD著者は第1編に於ては1建康な新生児・乳児・幼児及び学穫
叢
 童の蜻リ働の測繊繰のべ・第二継於ては號を馬いて胆難紮及び四塩化麟によ膿
 る実験的肝障碕に於ける血糖リポi蛋白,燐脂質,コレステロール等の変動を記述し,第5編にお・遍
 いては脂質代謝異常を呈せる各種の疾患について臨溝リポ蛋白嫁を中心に検討考察を加えた。慧
 鋤編正常兇の血清り雌臼難
羅
 実験対象旺常備翻,朋,幼児及び学童計44級爾甥の磯6名轍棚早鍵構
を
き
 麟の微睡聯た・リ繧醜灘S励砥及び小舐謙徳灘電離動獄つた・講
 リ纈自はアルブミン及びα1一グロブリンに鰐応ずるものをα一リポ蛋白・αガ及びμ一グ揮漆
 プリンに対応するものをμ一リポ蛋白・}'一グロブリン及び泳動起点にあるものを7一リポ蛋密養
 として%で表わした。総脂質は重量法と比濁法の併用によった。違 ,
藝
 新生児(出生直後臍帯よ匂採旗),0～1才,≦～2才,2～5才,5～5才,5～10才の一籌攀
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 総脂質三隅慰夫々26吐16噸/d4・79旺259"蟹/α4・72魅547解/昭l/
 章
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 765上ig5"7/昭・75荘25理/d4・769士5左2解/a・・α一抹軸は夫鳶薄
 々 5Z5士2、5%,28.0士1.4%,26,1±ゴ、7%,25,0ま:エ4%,25、7士:エ8箔,2Z7譲
 士20%.μ一リポ蛋白は各々26鞭2・5%,48・9土2・4%,5α0上桝%,5脇士2・蝿
 %,5脇麟9%,4a5∬g%」一リポ蛋白は各々諮8“9%・25旺2・0%・1薫
じじき
 257士15%、242上t5%,24・9麟6%・25%52%でα/猷夫姓5圧.罐
 一/
 0.5,0.66上0.05.0.55上0.04,0.50士e,05,0.55士α06,a57土3'G5で驚
 あった讃髄胴離とつ鯛麻飾て赫と偽β扱び7一リ綴麟知2晦1講濤
 2・4%・5～4」=2・5%及び2刀圭t8%・α/βはα40土α05でα一リポ蛋白は騎帯塗慧
で
き
 清は母体簸溝の約%,〆一ジボ蛋白は約2倍,α/βは約4倍で著弱な差を認めた。繊生後血糖灘一
睡
 総脂質は著朋に増加しα一リポ蛋白は減少,μ一リ承蛋白は増掬して4/βは上昇し次第に墾ポll馨
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 興言総胆管結紮或は幽塩化炭素注射後の家兎撫清のリポ蛋白,コレステ獄一ル及び燐脂質に就いて
 撒銃:家兎を用いて総胆管結紮及び四塩化炭素皮下注による肝障碍を起さしめリポ蛋白'燐脂質及び
 齢・レス 一瞬動を観察し島瞭測定した蛸ランスアミナーゼ醐管綴5日
 騰 上 し  注 は注射  著 し後次第 少し島コレ
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 ステ窩一ルは胆管結禦5日後では著変なく,魍塩化炭素注射群では翌霞著減し後軽度に上昇した。
 燐脂質は胆管結紮群で納増加し,四塩化炭素注射群では注射後著減,第4日鼠には著増した。リ
 ポ蛋白嫁では両群に於てα一リポ蛋白(%)の減少,μ一リポ蛋白(%)の上昇がみられたが7
 一リポ蛋白は胆管結紮にて減少したが四塩化旋素注射群では著変を認めなかった。即ち,α/揮
 は爾群に於て減少,窃/7は胆管結紮群に於て増加,四塩化炭素注射群で著減した。7一リポ蛋
 嵐は中性脂肪,Ghy■omironから成り大部分腸管からの吸収に磁来するが,腸管結紮により
 胆汁排泄障碍を来し,従って脂肪の吸収障碍が起って7一リポ蛋白の懸下を紹来したと思われる。
 第5編小児の各種疾患に於ける臨潜りボ蛋白俄
 (1)肝疾患:総胆管嚢腫5例に於て晩溝総脂質,薯レステ拶一ルの上昇,α/μ及びα/γの
 著減をみたが外科的治療後之等の軽快或は正常化を認めた。胆管閉塞の愚兄に於ても略同様の勝
 卑を傳たが1一リボ蛋白は著変なく従ってα/7も総胆管嚢腫の如き変化を認めず,外科手術後
 にα/μは著増したがα/7には有為の差を見なかった。
 新生児肝炎ではブレドニン治療崩のものに総脂質の上昇を認め,プレドニン治療後のものは総
 脂質は略正常であった。共通してα一リポ蛋白(%)の底下があり一般にα/β,α/7は減少
 した。肝硬変,慢性肝炎では搬に血清脂質に著変を認めなかった。之逡に新生児肝炎,乳児の
 胆管嚢腫,胆道閉塞に於けるリポ蛋白嫁に関する報告に接せず,叉吾々の例も小数で今後の検討
 を要するが新生児黄疸の診療及び予後の判定にリポ蛋白嫁は有力な指針を与える箏が明かとなっ
 た。
 (2)甲状腺機能底下症:軽慶或は中等度の高脂肪血痙,高コレステ・一ル漉症,α一リボ蛋白
 (%)の底下,μ一ジポ蛋白の上昇、α/々の底下が著明であったが甲状腺末投与により血清総
 脂質の低下,コレステロールの正常化及びα/〆の上昇がみられた。一例はPB工が正常化する
 前に撫清脂質が正常化した。耶ちリポ蛋白練は甲状腺末に甚だ鋭敏に反応し且治療効果の判定に
 重要である事が分つた。
 (31本態性高コレステ以一ル血症:総脂質の軽饗或は中等度の増加,燐脂質の軽度上昇がみら
 れ叉,α一リポ蛋白(%)の懸下,μ一リボ蛋由の上昇.α/μの低下が認められた。
 (4)その他:未熟児ではα一リポ蛋白(劣)が高く鼠α/βの上昇が著明で贋常座溝に近い所
 見を懲,garg。y・■i8皿,腎嚢腫及びaeT。ni-D㊦brる一∬&nc。ni症候群にてもα/μの
 低下を認めた。
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 審査結果の要旨墨
 本研究は5部よりなる。第窪都にお・いては本邦い児にお・ける血清リポ蛋白の正常値を求めんと繊
 企図し鶏生児,乳児,幼児,学童'合討44名につき測定を行っている。得られた値は各年令溜に 羅
 締て・従補外蹄ける撒鹸と晒骸し塒礁邦幌購黙る所見齢られ腰い・轟
騰
 また嗣時に6名σ)母親についても綾討を行っている。繋
 第㌶聴いて隊艇聯て.繍贈結轍鮒G。L、中勧轍鮒る1鬼溜婿郎)雄
 変競研究しているが・こ磯脚離勺は・乳敷締て・囎グ)徽不全症と・肝炎とグ)噺譲
 的麹診弾きわめ咽難媛合力弍少く齢ことから・瞠鵜時と・肝牽碍麟鵠とで蛸り/
 糠白像に鱒かα湘違麟かろうかと考えて行嫌もグ)騰る.賭練び)際鰍暁、1砒遷
 して1リポ蛋白の減少が注賛すべき所見と考えている。馨
りくま
 第5部に論いては各種の小児疾患にむけるi血清リポ蛋白像を検索しているがことに甲状腺機能藷 ロお
 鐙症徽飼、懸白グ)燈とμ赫蛋師)」二昇,従ってα/働節が糊で効.,甲糊剤耀
難
 の投与後に甚だ敏感淀反応して正常化することがみとめられ,治療上グ)指針の一つに資し縛る可灘
 述…る。・/
 よって本謙は雑蝦与する囎す魏の旙める.遵 .隈
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